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イ ボ タ ロ ウ ヒ ゲ ナ ガ ゾ ウ ム シ に

関 す る 生 態 学 的 研 究1.

その周年経過及び産卵について

福 田 浩

Biological study on Anthribus niveovariegatus 

 Roelof s, a predator of the Chinese wax 

      scale, Ericerus pela Chavannes 

       (Anthribidae, Coleoptera) . I 

    Its annual life-cycle and oviposition 

           Hiroshi Fukuda

1.緒 言

一 般 に ヒゲ ナ ガ ゾ ウム シ類 は 朽木 や菌 類 等 の植 物 性 食 餌 を摂 るの が普 通 で あ るが
,本 科

Anthribidaeの 中Brachytarsus属 に属 す る一 部 の種 は 肉 食 性 で 介 殼 虫類 の 卵 を捕 食 す

る事 が従 来 か ら知 られ て いた.そ の後 本 属 の種 の一 部 はAnthribus属 に移 され る様 に な

つ た の で,現 在 で は介 殼 虫 の 卵捕 食 性 は上 記2属 の 一部 の種 に 見 られ る事 とな つ た.こ の

よ うな 習性 を有 す る ヒ ゲナ ガ ゾ ウ ムシ は本 邦 か ら2種,即 ち 本 種Anthribusniveovarie-

gatusRoelofsイボタ ロウ ヒ ゲナ ガ ゾ ウ ム シ及 びA.kuwanaiYuasaタ マカイガ ラ

ヒゲ ナ ガ ゾウ ム シが 知 られ て い るが,こ れ 等 は 何 れ も従 来Brachytarsus属 に編 入 され

て い た もの で あ る(中 根1952).

イ ボタロウ ヒゲ ナ ガ ゾウ ム シは 本 邦 の他,中 華 人民 共 和 国 に も分 布 し,そ の名 の示 す よ う

にEriceruspelaChavannesイ ボ 、タロ ウカ タカ イガ ラム シ の 卵 を 捕 食 す るの が普 通 で

あ るが,又Kermes属 のカイガ ラ ム シ も攻 撃 の対 象 とな し,湯 浅(1931)はLecanium

kunoensisKuwanaタ マ カ タカ イガ ラ ムシ か ら も本 種 ら しい もの を 得 た と報 告 して い る

ので 寄 主 の範 囲は 相 当広 い も の の よ うで あ る.他 方 タマ カ イ ガ ラ ヒゲ ナ ガ ゾウ ム シは 普 通

Kermesの 類 を 寄 主 とな し,そ の 習性 は本 種 に類 似 し て い る 点が 多 い.

こ の よ うな 肉食 性 ヒゲ ナ ガ ゾウ類 の生 態 に 就 ては,矢 野(1915)が 最 初 に 本 種 イボ タ ・

ウ ヒゲ ナ ガ ゾウ ム シ の 卵捕 食 性 を認 め て 以来,BrachytarsusfasciatusFoersterに 関

す るSilvestri(1919),B,nebulosusFoersterに 関 す るPre11(1925),本 種 に 関 す る

Clausen(1940)等 の研 究 が あ り,特 にClausenは 従 来 知 られ て い な か つ た ゾ ウ ム シの

産 卵 法 を明 か に した.叉,断 片的 な 生 態 の観 察 と し ては 湯 浅(1931a,1931b,1932)及



び石井(1932)の タマカイガラヒゲナガゾウムシに関する報告がある.こ れ等の研究を綜

合すると,カ イガラムシの卵を捕食するヒゲナガゾウムシ類の生態は何れ も良 く類似 して

いて,そ の寄主 と同じく年一世代を繰返す事,短 期間(1,2ヶ月)に 発育を完了する事,

成虫態で休眠 し休眠期間が長い事(約10ヶ月)等 の共通点を認める事が出来 る.こ の最後

の項に関しては従来の著者は皆推測に止つていたのであるが,私 は本種について之を確め

る事が出来た.

本研究は1952及 び1953の 両年福岡に於て行つたもので,Ligustrumjaponicum

Thunbergネ ズミモチに寄生するイボタロウ カタカイガラムシを材料 とし,そ のBiologi-

calcomplex解 明の…つの基礎 として実施 したものである.術,本 稿に於てはカイガラ

ムシの生活史及び本種の周年経過,産 卵に就て述べ,第 二報には発育経過,休 眠及び ゾウ

ムシの体長に及ぼす寄主の大きさの影響について述べる.文 献及び摘要は第二報にまとめ

て記 した.

本研究に当つて,始 終御懇篤な御指導を頂いた九州大学農学部江崎悌三教授,安 松京三

助教授 に厚く御礼 申し上げると共に,種 々の御教示を頂いた 九州大学農学部昆虫学教室各

位,及 びカイガラムシを御同定下 さつた浪速大学短期農学部高橋良 一博士,材 料を御提供

下さつた山口大学農学部森津孫四郎助教授 に対して深 く感謝する次第である.

II.寄 主,イ ボ タ ロウ カタ カイ ガ ラム シの生 活 史

このカイガラムシは本邦,中 華 人民共和国及び欧洲に分布 し,中 華 人民共和国に於ては

古 くから雄の分泌する蝋をとる目的で養殖されているので有名である.本 種の形態及び生

態に就ては,既 に矢野(1915)そ の他の詳細な研究があ り,本 邦ではその寄主植物 として

イボタノキ,オ オバイボタ,ネ ズ ミモチ,ト ネ リコ,コ バ ノトネリコ,ヒ トツバタゴ,ア

オタゴ等が知られているが,福 岡附近では特に ネズミモチに寄生しているものが多い・以

下に述べるイボタロウカタカイガラムシの周年経過は,福 岡でネズ ミモチを寄主 とするも

のに就て調査したものである.

本種は年一世代を経過し,受 精した雌虫態で寄主植物上に越年する.越 年中の雌虫は】,

2月 の頃は体長4～5mm.に 過ぎないが,そ の後次第に大きくなつて4月 には6～8mm.

に達する半球形状 とな り,体 色は灰白色から次第に褐色を帯びて来る.4月 下旬から5月

上旬になるとカイガラムシは殆 ど老熟して 母虫となり,大 きいものでは体長10～12,体

高9～10mm.に も達して盛に蜜液を分泌し,外 皮は濃褐色を帯びて硬化する.

産卵は,4月 下旬から5月 上旬に亘つて体下の卵室(eggchamber)内 に行われ,産

卵が進むにつれて母虫は次第にその容積を減 じ,5月 上旬になると母体の大部分を卵で満

たされた卵室が占めるようになる.産 卵を終えるとやがて母虫の体組織は枯渇し,そ の硬

い外皮は内部の卵を保護する殻となつて残る.

卵は雌雄によつて 多少孵化 期が違い,雌 卵の多 くは 卵室内で5月25～30日 に亘 り孵化

する.そ して2,3日 殼の中にとどまつた後脱出 して枝をのぼ り,葉 に移つてその表面の

葉脈に沿い附着し,口 吻を葉の組織に差込んで吸汁する.6月 下旬から7月 上旬になると

枝に移行 して此処に定着するが,そ の際雄の様に1個 所に群集せずに分散 して寄生するの



が普通である.雄 卵は雌に続いて6月 上旬に孵化 し,幼 虫は葉の裏面に群がつて7～10日

を過し枝に移る.移 動 した雄虫は一団となつて枝に定着 し,7月 に入ると白色の蝋を分泌

し始め,7月5～10日 に到 り綿架状の蝋は全 く虫体を覆つて一つの塊 となる.雄 幼虫は最

初雌 と同様扁平で腹面を樹皮に くつつけているが,そ の後次第に肥大すると共に胸腹部は

樹皮からはなれ,口 吻だけを樹皮に差込んで蝋内に倒立するようになる.蝋 は次第に厚さ

を増 して,雄 がこの中で化蝋する10月 上,中旬 には4～8mm.に 達 し,そ の後蝋の形成

は停止 される.蛹 期は3～5日 で,成 虫は10月中,下 旬に現われ,多 く羽化当日に交尾

を行つて2,3日 後に死亡する.雌 は枝に定着後次第に 胸背部が隆起して 半球形 とな り,

交尾時には体長2mm.前 後に過ぎないが,交 尾後次第に肥大 して翌年5月 に母虫 となる.

III.イ ボ タ ロウ ヒゲ ナガ ゾウ ムシの周 年経 過

本種はFig.1に 示すよ うに年一回の発生で成虫態で越年する.越 年は普通,棲 息場所

の附近に見出されるマツ,カ シ,ポ プラの様な粗?な 厚い樹皮を有する樹種の樹皮下で行

われ,翌 年の5月 上旬になると,ゾ ウムシは此処を脱出して 交尾産卵の為にカイガラムシ

の棲息場所に飛来 して来 る.産 卵は5月 全般に亘 るが,上 ・中旬に産下 される卵が多く,

カイガラムシの卵室内に産下された卵は,5月 上旬から6月 上旬にわたり孵化する.産 卵

を終つたゾウムシはやがて6月 上旬頃迄に死亡するが,又 中には下旬迄生きているものも

あり,此 の間雌雄共にカイガラムシの卵や体液を食つて生活する.

幼虫は,卵 室の中でカイガラムシの卵を捕食 して発育 し,3令 をかぞえ,5月 下旬から

7月 上旬にわたつて卵室内に営繭化蛹する.羽 化期は6月 上旬から7月 上旬に及び,成 虫

はカイガラムシの体壁に大きな孔を穿つて脱出後越年場所に移動し,此 処で翌年5月 迄の

約10ヶ月 間休眠に入る.休 眠期間中 ゾウムシは全 く食物をとらない.

Fig. 1. Annual life-cycle of Anthribus niveovariegatus Roelofs.

IV.産 卵

1.越 年 成 虫 の 飛 来

越年成虫の産卵の為の飛来は年によつて多少の遅速がみられるが,1953年 の調査では5

月3,4日 に始 まり6～8日 に最盛を示 して13,14日 に及んだ.飛 来したゾウムシは,カ



イガラムシの周辺や枝の上を活議に歩き乍ら異性を求め交尾を行 う.交 尾は多く飛来当日

に行われるようであるが,以 後5月 中旬頃迄の間に屡 々繰返され,1回 の交尾に30分 から

2時 間余を要する.

2.産 卵 方 法

ゾウムシの雌は,交 尾後2,3時 間で 産卵に移 る.最 も普通に 行われ る方法は,既 に

Clausenに 依つて指摘されたように摂食と関聯 して行 うもので,雌 虫は先ず触角や口吻で

カイガラムシの体を暫 く調査 した後,そ の側壁に 口吻で直径1.0～1.4mm.の 円孔を穿ち

そこから体液を吸収する.そ の後 ゾウムシは逆向きとなるか,叉 は体をず らして此の孔か

ら産卵管をさし入れ,カ イガラムシ の腹部の薄い皮麿を貫通 して 卵室の 内面に産卵を行

う.最 初に孔を穿つ位置は,カイガ ラムシの体軸とは関係なく穿孔に容易な場所を選んで

Fig. 2. Methods of egg-laying 
 of  Anthribus niveovariegatus 

 Roelofs observed in field and 
 laboratory. (Diagrammatic 

sketch) . 

 W : the hole made by the 
 beetle to feed the body fluid 

  of the prey. H : egg-laying 
  hole. E : beetle egg. C : egg 

  chamber. T : scale tissue.

行われ る.ゾ ウムシの卵は普通,産 卵管を刺した場所

の卵室内面に膠状物で固着しているが,稀 にカイガラ

ムシの卵の問に産下 されている事 もあ り,1頭 のカイ

ガラムシに対して1卵 宛産下されるのが普通である.

上に見た様に,ゾ ウムシの雌は普通摂食 と関聯 して

産卵を行 うのであるが,体 液を吸収しても産卵しない

場合があ り,また,体 液を吸収せずに直径0.1～0.3mm.

の産卵孔を口吻であけて産卵する場合,及 び産卵と関

係なく体液や卵を摂食する場合等がある.

私は,野 外に於て本種の産卵を受けたカイガラムシ

を調査した結果,そ の産卵方法に次の4っ の場合 を認

める事が胤来た.

1)体 液を吸収した 孔とは 別に 産卵孔が あるもの

(Fig.2-A).

2)体 液を吸収した孔から産卵しているもの(Fig.

2-B).

3)体 液を吸収せずに産卵孔だけのもの(Fig.2-

C).

4)カ イガラムシが成虫によつて食害されているに

も拘らず産卵が見られたもの.

カイガラムシ136頭 に就ての調査では,こ れ等はそ

れぞれ10.3,72.1,15.4,22%と なつて2)の 場合

が最も普通であつた.産 卵を受けたカ イガラムシは,

これ等の中3)の 場合にだけ生存を続ける事が出来る

訳であるが,こ の頃迄には殆どカイガラムシの産卵は

終つているので,以 後の生存は卵量の上に大きな影響

をもた らさない.従 つて,卵 室内の卵に依存する幼虫

の発育にとつて上の1),2),3)の 諸方法の間には差



異がないと認める事が出来る.し かし,4)の場合 は産卵後に食害されたものと想像 され,

成虫の食害に依つて 卵室内の卵の大部分が 失われている以上幼虫は 発育する事が出来な

いのである.

3.産 卵期及び産卵数

これに就ては,室内 及び野外の両方で調査を行つた.室内 に於ては,越 年場所から成虫

を採集 して来て雌雄…対宛を シャーレに分離 し,交 尾を行わせた後,毎 日4頭 及び10頭

のカイガラムシを与えてその産卵を調べた.此 の結果は20～22頁 のTable1及 び2に 示

す通 りである.

此等の表に見る様に,産 卵は5月8日 に始まり28日 迄続いたが最盛期は10～19日 であ

つた.野 外に於ける観察では5月4日 に既に産卵を認め,私 が見た最終の産卵日は6月1

日である.

次に,本 表から一日の産卵数を求めて見るとTable3に 示す 様な結果となる.一 日10

頭の組が僅かに2例 である為に両者を比較する事は困難であるが,何 れの場合に於ても1

～3卵 が90%を 占め4卵 以上は10%に 過ぎない.そ して後者の組では,前 者に比べて

3卵 の比率が増 し,逆 に1～2卵 のそれが減少している事が窺われる.

雌 一一頭の産卵総数は,10個 から36個 に及んで個体差が 可成 り大きく,残 卵数 との関係

も明らかでない.こ れは飼育環境が不自然であつた事,大 きさは出来 るだけ同一のものを

選んだが術多少とも差があつた事及びこれ等に関聯 して所謂体力の差が著 しくなつた事等

に起因するものと考えられるが,少 くともTable1及 び2の 間に有意の差があるとは認

められない.

次に,一 頭の寄主に対する産卵数をみると,1卵 の場合が最も普通であるが,屡 々2卵

又はそれ以上の産下がみ られる.後 に述べるよ うに,1頭 のカイガラムシから羽化して来

るゾウムシは必ず1頭 に限られ,2卵 以上が産下された場合には,発 育途上に於て1頭 を

除き他は殺される運命にある.従 つて,後 代を約束すべき有効な産卵数(有 効産卵数と仮

称)は,産 下 された 卵の総計ではな く産卵を受けた 寄主の総数に依つて示される事 とな

る.今Table1及 び2に 就て見ると,前 者では2卵 以上の産下が33例 で全体の15.2%

を占め,後 者では3例 で7.5%と なり,一 日に給与 される寄主が4頭 か ら10頭 に増加し

た事に依つて有効産卵数が増加した と見られ よう.

次に,私 は野外に於ける本種の産卵数を知る目的で,互 に孤立したネズミモチの樹を4

本選び,成 虫の飛来が大体終つたと思われる5月15日 以後4回(15,18,25,30日)に

亘つてゾウムシの全個体数調査を行い,6月5日 に全部のカイガラムシを採集してゾウム

シの寄生率を調べた.此 の結果はTable4-1及 び 一2に 示す通 りである.

本調査に於て,1頭 のカイガラムシに2頭 以上の幼虫が寄生している場合 に屡々 幼虫

の一部が死亡していたが,死 亡した幼虫は乾燥している為に計数が可能で,表中の 数字は

之を含んでいる.又,飼 育観察によつて,本 種の卵の孵化率は殆 ど100%を 示す事が判

明しているので,本 表に於けるゾウムシの寄生数はそのまま産卵数を示すものとして良い

と思われる.Table4-2の 産卵数はこの様にして求めたものである.街,ゾ ウムシの性

比は後に述べるように1:1と 見徹し得るので,全 個体数の半分を雌 とした.



Table 1. Eggs deposited daily by mated females.

此等の表に見るように産卵数,寄 生率等はゾウムシに対する寄主の個体数の多少に依つ

て変化 している.1頭 の寄主に対する2卵 以上の産下率は,寄 主の密度が小さくなると顕

著に大 きくなり,従 つて総産卵数 と有効産卵数 との差が開いて来 る.し かし本調査に於け

る2卵 以上の産下率は,先 に述べた室内に於けるそれ よりも相当に低率である事は注意す

べき事実である.此 の理由ははつきりしないが,前 に述べた ように,多 くの場合雌は産卵

と同時にカイガラムシの体液を吸収 し,吸 収されたカイガラムシの体組織は一両日の間に

枯渇乾燥するので,こ れが後からの産卵を妨げるのではないかと想像され,室 内の飼育で

は毎 日寄主を入れ換えた為に此の関係が乱された ものと考えられる.

爾,本 調査では互に孤立 した樹を選んだので 移動について調べる事が出来なかつたが,

10～20m.位 の距離では屡々移動が行われるのが観察された.(未 完)



(Four host scales were given  daily)  .



Table 2. Eggs deposited daily by 
  mated females. (Ten host scales 

  were given daily.).

Table 3. Eggs deposited daily by a single female beetle 
     in the laboratory. (Prepared from Tables 1 and 2.).



Table 4. The effects of the host's density upon the oviposition 

     of beetles observed on trees separated from one another.

  Observed on the 5th of June. 
t Showing the number of scales exposed to beetle's oviposition. 

 $ One-half of all beetles.


